
＊フェアウェルパーティ

８月５日（日）１２：３０～１４：３０ 第一ルーテル教会 フェローシップルームにて、フェア

ウェルパーティが行われました。

生徒は、ホストとどんな様子で入ってくるでしょうか？時間になると、徐々に各家族が集まり始

めます。みんな、ホストと打ち解けて、明るい笑顔で入って来ました。
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まず初めにＩＦＣが用意してくれた Lunch をいただきました。

メインは、ピザ。それに、ＩＦＣのスタッフがサラダやデザート、飲み物を用意してくれました。

食事を摂っている間に、特別ゲストの紹介がありました。

          

ゲストは、鈴鹿の教育委員会で SEF(Suzuka English Fellow)メンバーとして働いていた Mark
Reed さんと Leslie Shimizu さん。ふたりは、私達がベルフォンテンを訪れるほんの一週間程前に、

鈴鹿での仕事を終え、帰国したところでした。

Mark は鈴鹿で３年間働きました。この日は、ベルフォンテンが故郷だというお父様と妹さんを連

れて、わざわざコロンバスから私達に会いに来てくれました！

上の写真は、Mark(写真左)が、SEF メンバーとしての仕事の内容や、彼が鈴鹿でどのような生活

をしていたか、など詳しく説明し、興味があれば是非 SEF メンバーとして鈴鹿に行って欲しいと

PR をしてくれている場面です。

また Leslie も、鈴鹿の人々がいかに親切であたたかく接してくれたか、気持ちを込めてお話して

くれました。

偶然にも今回のホストファミリーの中に、ずっと以前鈴鹿に SEF として行っていたという Holly 
Power ご夫妻がみえました！

そして、驚いたことに来月から SEF として鈴鹿に行く、という Kendal Brown さんも IFC のお

手伝いでみえました！なんという偶然の繋がりでしょう！鈴鹿とベルフォンテンの深い絆を私たち

はここで感じることができました。
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次はいよいよ派遣生によるパフォーマンス披露です。

今年のテーマは七夕の風習の紹介。それを日本独特の文化のひとつである紙芝居で見せることに

なりました。

まず紙芝居の説明をします。昔、おじさんが、自転車

に紙芝居と水あめなどの駄菓子を積んで、やって来て、

拍子木を打つと子供たちが集まり、紙芝居をして見せた

ことなどの説明を英語でしました。そして今度は実際に

紙芝居を使って、七夕伝説のお話を紹介しました。

紙芝居は、派遣生それぞれが話し合って役割分担をし、

みんなで力を合わせて作ったものです。

そしてストーリーは、もちろん英語ですので、派遣生は何度も何度も読む練習をしました。

ベルフォンテンで再会した Mark や現 SEF の Hunter が、私達の研修に来てくれ、英文のチェック、

発音のチェックなどをしてくれました。

はじめはかなりひどかった発音やイントネーションは、研修を重ねるごとにどんどん上達してい

き、本番では、現地の人々に十分理解していただけるだけのしっかりした読みが出来たと思います。

そしてこの日は、旧暦の七夕の日が近かったの

で、日本の風習をホストのみなさんにも体験して

もらおうと、短冊に願いを書いてもらいました。

それぞれのファミリーにプラスチック製の笹の

葉を配り、家族全員に短冊に願いを書いてもらい、飾ってもらいました。

←昔、ＳＥＦとして鈴鹿
に来たことのある Holly 
Power ご夫妻。

次の月に日本にＳＥＦ
として来ることが決ま
っている Kendal Brown
さん。→
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次に派遣生が披露したのは、

小林寺拳法です。派遣生のひと

りの優果ちゃんが、小林寺拳法

を習っているので、紹介するこ

とになりました。

優果ちゃんはこの日、風邪を

ひいてしまい、声が枯れてしま

ったので、急きょ掛け声は杏季

ちゃんがしてくれたようです。

みんな練習の時より低くて大きいカッコイイ声が出たと、満足していたようです。本当にかっこ

よく出来たと思います。

次は、宮崎アニメとスタジオジブリの紹介です。

まず、英語で、宮崎駿とスタジオジブリ、そして隣のトトロ

のストーリーを紹介しました。

どれ位宮崎アニメが浸透しているかなー？と思ったけれど、

まだそれほど多くの人が知っているわけではありませんでした。

うーん・・・全体の２割くらいだったでしょうか・・・

しかし、トトロのストーリーを途中までお話すると、皆とて

も興味深そうで、ＤＶＤを観てみるわ！という方も何人かいら

っしゃいました！嬉しいですね。

最後に、心を込めて、「となりのトトロ」のテーマソングを英語で歌いました。明るい歌ですので、

涙はなく、ハッピーな気持ちで歌うことが出来ました！フェアウェルパーティも、その年によって、

表情が変わります。これも大変面白いですね。

短冊を飾り終えたら、何組かのファミリーにどんな願いを書いた

か、発表してもらいました。ある家族は、平和になりますように。

またある家族は日本に来たい。他には、又派遣生達みんなに会えま

すように-など。薫くんは、「彼女と別れませんように」と書いてい

ましたネ！ホストのみなさん、日本人の七夕の風習を、十分理解し

てくれたようでした。
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＊別れの朝

いよいよベルフォンテン出立の日。前日、フェアウェルパーティの後、しっかり家族との時間が

取れたせいか、皆さわやかな笑顔で、お別れができました。

アレレ？

泣いてる？

晶子ちゃん

  に

優果ちゃん
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ホストとの最後の記念写真

ベルフォンテンからコロンバスまでのバスの中は、後列はテンションＭＡＸ！前列の子は寝てた

のかな？後ろではウッチーの笑顔が前より増えた！という話題がでました！

コロンバスからデトロイトまでの飛行機が遅れたので、デトロイトでの

乗継ぎは、全員全速力で走りました。でものりさんだけは早歩きで、さすが

だと思いました。里緒菜ちゃんが、Chico さんのふたつあるうちの ひとつの

スーツケースを持って走っていました。本当は、薫くんがするはずだった仕事なのに・・

飛行機に乗る直前の昼食は、ＪＴＢさんの奢りでした。

美味しかったけど、時間がなくて、全部は食べ切れませんでした。

＊今年は派遣生がリポートします！！

Reported by Shoko, Aki, Wakako, and Riko.



帰りの飛行機は、はじめは数独をしていたものの・・・じきに、みんな爆睡・・・

そして、無事にセントレアに到着。

最後は、鈴鹿市役所前で解散しました。家族に会うの久しぶり～。

＊今年は派遣生がリポートします！！

Reported by Shoko, Aki, Wakako, and Riko.



＊帰国報告会

８月１０日(金) 午前１０時～１１時、市役所庁議室にて鈴鹿市長への帰国報告会を行いました。

まず、はじめに、副リーダーの前山未来が、末松市長に、アダム・

ブラノン ベルフォンテン市長より預かったお手紙を読み上げて渡

しました。

アダム市長のお手紙には、今年の派遣生が素晴らしかったこと、

毎年鈴鹿の学生たちを受け入れることは、ベルフォンテンの家族た

ちをも豊かにすること、両市の友好関係が継続発展することを願う

ことなどが書かれていました。

こうしてお手紙を鈴鹿市長からベルフォンテン市長へ、また、ベ

ルフォンテン市長から鈴鹿市長へお渡しすると、本当に両市の友好

関係の橋渡しをしているのだな、という実感が湧きますネ！

次に、Chico より今回の旅のダイジェストを

説明しました。特に、ニューヨークのグラウンド

ゼロに折り鶴を２,０００羽捧げてきたことや、

派遣生がベルフォンテンで発表した内容につい

てなど、写真を見せながらお話しました。

次に、派遣生たちがひとりずつ、アメリカにつ

いてやホームステイについての感想などを述べ

ていきました。

ひとりひとりが、かなりたくさん話すので、最後の里緒菜ちゃん、薫くんは、巻きが入ってしま

いました！それ程、みんな、この旅を通して得たもの、発見したもの、感じたことが多かったよう

です。

生徒の発言を聞いていただいた後、末松市長、長谷川教育長、平井理事長（SIFA）より、お言葉

を頂きました。

みなさん、短期間でもひとまわり大きく成長した派遣生たちを、認めて下さり、また今後に向け

て励ましても下さいました。新たな希望を繋いで、これから各自が再出発ですね。

毎年言うことですが、一度でも外国に出て、自分が外国人として見られる経験は、何より異文化

を理解し、外国人との共生を考える良いきっかけになるのではないでしょうか？

このプログラムに参加した生徒は皆、鈴鹿の多文化共生の町づくりの明日を担う希望の星となっ

て欲しいと願っています。

Reported by Chico



帰国報告会終了後は、彩央ちゃんと薫くんがＣＮＳの取材を受けました。

その後、末松市長、長谷川教育長と記念写真を撮り、帰国報告会は終了となりました。

＊コミュニティラジオ局

「めっちゃすずか」番組内“わいわいワールドヴォイス”のコーナーに出演！！

コミュニティＦＭ局「めっちゃすずか」に生出演！！

庁議室での市長報告とは打って変わり、みんな生放送だと言うのに、さして緊張感もなく、打ち

解けた雰囲気でお話ができました。写真を見ていても、とっても楽しそうです！

薫くんは、アメリカの女性は綺麗だった、と言って、みんな笑っているのが左下の写真です。

薫くんには、英語で女性を口説けるくらい、上達してもらいたいものです。

Reported by Chico



ラジオ局を出た後は、同じ敷地内にあるモス・バーガーで、みんなで昼食を食べました。

これがみんなとの最後の食事ですね～。

おまけ

その年の暮れ、集まれるメンバーだけで集まって、忘年会をしました。

なんと、里緒菜ちゃんは、高校を卒業したら、アメリカの大学へ４年間留学、未来ちゃんも一年

イギリスへ留学するそうです。そして薫くんも、夏休みに再び短期ホームステイにいくみたいで、

嬉しい知らせをたくさん受け取りました。みんな未来に向かって、羽ばたいています！
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